
○ 姿勢作りの基本事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 活動姿勢 休息姿勢  

原則 動きやすい姿勢 より安定している姿勢  

安定性 低い 高い  

運動性 高い 低い  

重心 高い 低い  

支持面 狭い 広い 【活動姿勢】 【休息姿勢】 

 

【姿勢(posture)】 

 

【構えの選定(posturing)】 

・適度に脊柱を伸展させ、頭部・体幹を正中

位・中間位に保ち、腹部がリラックスする

構え 

・それに伴う上肢・下肢の構え 

【体位(position)】 

身体全体の重力方向に対する位置関係 

例)立位、座位、臥位 

【構え(attitude)】 

各部位(頭,体幹,手,足…)の相対的な位置

関係 

【ポジショニング(positioning)】 

・ある動作や活動を行いやすくしたり（活動

姿勢）、休息をとったり（休息姿勢）する

ための、姿勢作りや姿勢調節 

・排痰の促進 

・異常姿勢の出現と固定化の防止 

・口腔運動機能の発達による嚥下や構音の向上、誤嚥防止 

・呼吸改善(肋骨や横隔膜運動の円滑化、舌根沈下の予防) 

・分泌物(唾液、痰…)の排出、気道感染の防止 

・胃食道逆流の防止、予防 

・上肢、下肢の支持性や運動性の向上 

・側彎、変形、拘縮の予防 

・環境(人や物)への興味関心や意欲低下の防止、情緒安定 

・環境(人や物)との相互のやり取り(相互交渉)の確保 

・身体図式の形成の促進 

【ポジショニングの留意点】 

・一人一人の子どもに合ったポジシ

ョニング指導をする。 

・活動に応じたポジショニングを工

夫する。 

･長時間同じ姿勢をとらない。 

・できるだけ身体が対称になるよう

にする。 

・補助具、生活用具を有効利用する。 

・現実的、実用的なポジショニング

を工夫する。 
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